
がん診療連携拠点病院 がん治療責任者 御侍史 
「がんと脳卒中を合併する症例の診療担当者の意識調査」へのご協力のお願い 
 
拝啓 

平素は格別のご厚情を賜り、ありがとうございます。 

唐突なお願いにてまことに恐れ入ります。また先生方には COVID-19感染第 3 波への対策
など種々ご多忙のところと拝察いたします。このたび日本脳卒中学会では標記調査を企画いた
しました。困難な状況下ではありますが、主旨をお汲み取りいただきぜひともご協力のほどお
願い申し上げます。 

がんと脳卒中のそれぞれについて治療が進歩し、患者の状態・予後は顕著に改善しておりま
すが、おのおのの治療者は必ずしもその最新の知見を把握しているとはいえず、適切な治療ま
たはその差し控えが両疾患を併存する患者において行われていない懸念があります。昨年 8 月
の日本脳卒中学会学術集会でのこの課題をとりあげたシンポジウム「Stroke Oncologyとは」
（別便（郵送）にて抄録と DVD をお送りしています）において、多領域の専門家から継続し
て議論する仕組みが必要とのご意見をいただき、日本脳卒中学会では医療向上委員会に
「Stroke Oncology に関するプロジェクトチーム」が設置されました。 

つきましては、がん診療側の現状把握のため、がん診療に従事されている施設に「がんと
脳卒中を合併する症例の診療担当者への意識調査」をお願い申し上げます。すでに同趣旨の調
査を脳卒中診療側に実施しており、全国の一次脳卒中センター（974 か所からの回答施設）の
約 4 割で、担癌患者の急性期脳梗塞症例を癌治療施設から受け入れている実態が明らかとな
り、両者の連携の必要性が示されております。調査方法は Google フォームを用いたオンライ
ン集計とし、極力作業量の少ない内容（想定回答時間 10分）といたしました。 

https://bit.ly/3ncW65j 

同一内容のお願いを郵送でもお送りしております 

メールはお送りいたしませんので、こちらからのアクセスをお願いします 
   

本調査の結果（第一報）は、本年 3 月の日本脳卒中学会学術集会において報告する予定です。
先生方におかれましては、ご多忙のところまことに恐れ入りますが本調査の主旨をご理解くだ
さり、２月 15日を目途にご回答賜りますよう何とぞよろしくお願い申し上げます。 
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